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で移動する傾向がある．一日における平均歩行時間は，0-10 km圏では 40.31分，30-40 km圏では 39.69分，50-60 
km圏では 35.71分，そして 70-80 km圏では 34.56分と算出された．また，横浜，千葉，大宮，立川などの郊外核





平均で男性が 56分なのに対し女性は 52分である．年齢では，UWが 40～50歳代で歩行時間が長いのに対し，RWは
高齢者とくに 65～70歳代で歩行時間が長い．若年層の歩行時間は UWで長く，RWでは短い．一方，高齢層の歩行時
































じた研究は見当たらない．本研究では， 著者は GIS を駆使して 60 万人近い個人の移動経歴データ（1 分おきに移
動者の位置を示す地理空間情報とそれに付随する属性情報）の統計解析を行っている．居住地毎に 1 km以内の公共
施設の立地や道路状況，駅の分布，土地利用などから各居住地における近隣環境指標を定量化しており，空間ビッ
クデータを処理する方法論と分析手順には独創性が認められる．大量の非集計データを多変量解析手法の適用によ
って処理し，時空間パターンの構造化を図ろうとする試みには斬新性が認められる．  
この研究で著者が構築したウォーカビリティの理論や方法論は，東京大都市圏にとどまらず他の大都市圏にも応
用可能である．得られた知見は，将来における都市計画や地域政策，健康・福祉施策に貢献することが期待される．  
 
平成29年2月1日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い，
本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によって合
格と判定された． 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
 
 
